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山本所長

「時代小説・歴史小
説の醍醐味」

今年度は藤沢周平・井上ひさしの作品を読み、描かれた背景
（時代と舞台）、史実との比較、文体の特徴などを多角的に探
り、文学の面白さを味わいます。受講する方は各自事前に作
品を一読してきてもらい、山本が全体的な作品解説を行ったあ
と、自由な意見交換を行います。取り上げる予定の作品は以
下の通りです。『手鎖心中』（井上ひさし、直木賞受賞作）・『蝉
しぐれ』（藤沢周平）・『雨』（井上ひさし）・『義民が駆ける』(藤沢
周平)・『用心棒日月抄』（藤沢周平）・『密謀』（藤沢周平）

5/22 6/5
8/7 10/2
12/4 2/5
（木曜日）

16:00 ～
        17:30

〇

荒木志伸

「木札から歴史をよ
む」

日本の信仰を語る上で「木の文化」は重要な視点です。しか
し、これまでの研究では中央の宗教建築や仏像に研究対象が
偏り、庶民信仰に関する検討は十分とはいえない状況でした。
このサロンでは、四国八十八ヶ所霊場でお遍路さんが用いた
お札や、近年発見された山寺の大量の木札から、庶民信仰の
実態について考えていきます。また、こうした木札資料から歴
史学や考古学の情報をどのように導いていくのかについても
解説したいと思います。

5/27 7/29
10/21 11/25
1/27 3/24
（火曜日）

13:30 ～
        15:00

池田光則

「ことばの仕組みを
探る」

ことばに隠されている仕組み・法則を、いっしょに探究します。
「コロコロ」と「ゴロゴロ」。「ゴロゴロ」の方が大きくて重い物が転
がっている印象を受けませんか？
「山形『に』住んでいる」／「４月『に』生まれた」。『に』は前者で
は空間、後者では時間を表します。英語のinも同様です。なぜ
同じ単語で空間も時間も表現するのでしょうか？
上の２例のような日頃感じている疑問をどんどん出して解明し
ましょう。

5/30  6/27
8/22 10/31
12/19  2/20
（金曜日）

16:00 ～
        17:30

ma学びのサロンの開催
山形学習センター所属の客員の先生方による「学びのサロン（ゼミ）2025」を
開催します。

★単位にはなりません。（受講料不要）
★定員 10名（事前登録が必要です。日程等を確認の上、事務室で申し込みしてください。）
（全日程参加を基本とします。）
★会場は、学習センター「講義室」「１０１教室」「図書・視聴室」（Zoom対応有）
★テキスト等の詳細は、受講者に直接お知らせします。

◎休止・日程の変更は、SCウェブサイト・キャンパスメールでお知らせします。

☆欠席する場合は、事務室まで、必ず『事前に連絡』してください。



臼杵　毅

「現代社会の問題点
と科学技術」

現代社会では様々な科学技術が活用されています。一方で、
科学技術が新たな社会問題を引き起こしていることも否めま
せん。そしてその問題を克服するために、科学技術を活用した
新たな解決が試みられます。このように現代社会と科学技術
は、相互に影響を及ぼし発展するという関係にあると言えま
す。このサロンでは、科学技術と現代社会の相互共生関係に
ついて、問題意識を持ちながら参加型演習形式で考察してい
きます。

5/14  7/9
9/10  11/12
1/14  3/11
（水曜日）

10:30 ～
        12:00

〇

小泉有紀子

「山形を英語で紹介
しよう〜Explain
Yamagata in
English!」

“What’s imoni?”と聞かれたら、どう答えましょうか？昨今のイ
ンバウンドの増加に伴い、山形でも英語など多言語による標
識や情報の提供が進んできています。しかし、実際に道を聞
かれたり、名所や食・文化の説明を英語でしたいと思った時、
どうすればいいかわからないと感じる人も多いのではないで
しょうか。このサロンでは、日本や山形の観光地や文化、社会
について英語で説明するにはどうしたらいいか、参加者の選ぶ
テーマに沿って一緒に学んでいきます。

5/9  6/13
8/8  10/10
12/12  2/13
（金曜日）

10:30 ～
        12:00

佐藤寿晃

「健康づくりのための
身体活動・座位行動
について考える」

 従来、介護予防を目的とした健康づくりは、盛んに行われてい
た。近年、社会生活、生活習慣の変化から、ライフステージ（幼
児期、青年期、老年期などの人の生涯における各段階）を踏ま
えた健康づくりに重点が置かれている。
　そこで、本サロンにおいて
１．生活習慣の変化
２．身体活動と座位行動
３．ライフステージを踏まえて健康づくり
をキーワードを中心に、皆さんと健康づくりのための身体活動・
座位行動について考えてみたい。

5/11  7/27
9/7  11/2
1/4  3/1
（日曜日）

13:00 ～
        14:00

〇

河合輝久

「“きく”スキルをまな
ぶ」

本サロンでは、日常生活のコミュニケーションに応用できること
を目標に、心理援助の専門家の話のきき方を学びます。
所定の書籍をメンバーで輪読して行っていくため、発表担当
箇所の資料作成、発表、メンバー間での議論があることをご承
知おきください。

5/15  7/31
9/25  11/20
1/29  3/26
（木曜日）

16:30 ～
        17:30

千葉　登

「物忘れ予防・認知
症予防」

このサロンでは、記憶や物忘れの仕組み、記憶力をサポート
する戦略などを学習し、なぜ物忘れが起こるのか、どのように
物忘れを予防できるのかを学習していきます。さらに認知症の
基礎知識を学びつつ健康な高齢者の物忘れと認知症との違
いを学習していきます。また、認知症になっても安心して暮ら
せるまちつくりや生活環境について考えていきます。

5/10  6/7
8/9  10/11
12/13  2/14
（土曜日）

10:30 ～
        11:30

〇

半田直子

「カラダのしくみ」

人間のカラダってわからないことばかりで、不思議だと思いま
せんか。一緒に人間のカラダに関する書籍（文献）を読みなが
ら理解を深めましょう。「細胞や器官って、こんなシステムに
なっているんだ」とカラダの仕組みがわかると、いつもは意識し
ていない自分の身体に興味が湧きますョ。毎回学んだことを文
章にまとめ・発表して、お互いの学びを共有します。

5/7   7/30
9/17
（水曜日）
11/6 1/8
3/5
（木曜日）

11:00 ～
        12:00


